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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第38期

第２四半期連結
累計期間

第39期
第２四半期連結
累計期間

第38期
第２四半期連結
会計期間

第39期
第２四半期連結
会計期間

第38期

会計期間

自平成20年
４月１日
至平成20年
９月30日

自平成21年
４月１日
至平成21年
９月30日

自平成20年
７月１日
至平成20年
９月30日

自平成21年
７月１日
至平成21年
９月30日

自平成20年
４月１日
至平成21年
３月31日

売上高（千円） 20,298,89523,533,35112,213,40513,714,63346,618,729

経常利益（千円） 66,869 418,649 539,918 637,4621,414,407　　

四半期（当期）純利益又は純損失

（△）　（千円）
△725,629 54,286 109,652 400,305 173,003

純資産額（千円） － － 7,003,7577,581,3927,660,987　　

総資産額（千円） － － 18,510,65718,292,59918,139,966

１株当たり純資産額（円） － － 848.42 932.81 942.57

１株当たり四半期（当期）純利益

金額又は四半期純損失金額（△）

（円）

△87.90 6.68 13.28 49.25 21.06

潜在株式調整後１株当たり四半期

（当期）純利益金額（円）
－ － － － －

自己資本比率（％） － － 37.8 41.4 42.2

営業活動による

キャッシュ・フロー（千円）
400,873 154,003 － － 1,764,854

投資活動による

キャッシュ・フロー（千円）
△1,657,697△441,764 － － △2,105,122

財務活動による

キャッシュ・フロー（千円）
1,627,191△503,593 － － 1,406,788

現金及び現金同等物の四半期末

（期末）残高（千円）
－ － 2,979,8412,884,6403,675,994

従業員数（人） － － 1,393 1,377 1,359

　（注）１．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

２．売上高には、消費税等は含まれておりません。

３．潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しており

ません。
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２【事業の内容】

当第２四半期連結会計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）が営む事業内容について、重要な

変更はありません。また、主要な関係会社における異動もありません。

　

３【関係会社の状況】

当第２四半期連結会計期間において、重要な関係会社の異動はありません。

　

４【従業員の状況】

(1）連結会社の状況

 平成21年９月30日現在

従業員数（人） 1,377(334)

　（注）１．従業員数は就業人員（パートタイマー、アルバイトは除いております）であり、臨時雇用者数（パートタイ

マー、アルバイト）は（　）内に当第２四半期連結会計期間の平均人員を（　）外数で記載しております。

(2）提出会社の状況

 平成21年９月30日現在

従業員数（人） 796 (334)

　（注）１．従業員数は就業人員（パートタイマー、アルバイトは除いております）であり、臨時雇用者数（パートタイ

マー、アルバイト）は（　）内に当第２四半期会計期間の平均人員を（　）外数で記載しております。
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第２【事業の状況】

１【仕入、受注及び販売の状況】

(1）商品等仕入実績

　当第２四半期連結会計期間の商品等仕入実績を事業の種類別セグメントごとに示すと、次のとおりであります。

事業の種類別セグメントの名称
当第２四半期連結会計期間
（自　平成21年７月１日
至　平成21年９月30日）

　
前年同四半期比　（％）　

　

レンタル事業　（千円） 979,886 95.8

建築コンサルティング事業　（千円） 160,626 72.6

ボトルウォーター事業　（千円） 337,201 96.0

合計　（千円） 1,477,714 92.7

　（注）１．上記の金額には、消費税等は含まれておりません。

２．商品等仕入実績にはフランチャイザーより賃借しているレンタル商品の当第２四半期連結会計期間受入に

相当する賃借額及び少額資産購入高を含んでおります。

(2）受注状況

　当第２四半期連結会計期間における受注状況を事業の種類別セグメントごとに示すと、次のとおりであります。

事業の種類別セグメントの名称 受注高（千円）
前年同四半期比　

（％）
受注残高（千円）

前年同四半期比　
（％）

住宅事業 6,312,401 62.3 13,422,927 76.4

 （注）　上記の金額には、消費税等は含まれておりません。

(3）販売実績

　当第２四半期連結会計期間の販売実績を事業の種類別セグメントごとに示すと、次のとおりであります。

事業の種類別セグメントの名称
当第２四半期連結会計期間
（自　平成21年７月１日
至　平成21年９月30日）

　
前年同四半期比　（％）

　

レンタル事業　（千円） 2,843,065 98.2

建築コンサルティング事業　（千円） 697,858 72.5

ボトルウォーター事業　（千円） 1,993,399 114.1

住宅事業　（千円） 8,180,578 123.3

連結消去　（千円） △269 1.1

合計　（千円） 13,714,633 112.3

　（注）１．上記の金額には、消費税等は含まれておりません。

２．主要顧客（総販売実績に対する割合が10％以上）に該当するものはありません。

３．住宅事業は、物件の完成引渡しが第４四半期に集中する傾向があり、第１～第３四半期連結会計期間の売上

計上は、相対的に低くなるという季節的要因があります。
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２【事業等のリスク】

当第２四半期連結会計期間において、新たに発生した事業等のリスクはありません。

また、前事業年度の有価証券報告書に記載した「事業等のリスク」について重要な変更はありません。 

　

３【経営上の重要な契約等】

当第２四半期連結会計期間において、新たに決定又は締結した経営上の重要な契約等はありません。

　

４【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

（１）業績等の概要

当第２四半期会計期間（平成21年７月１日～平成21年9月30日）におけるわが国の経済は、在庫調整の一巡や経済

対策効果、アジアを中心とした外需の改善などにより持ち直しの動きが見られるものの、依然として雇用・所得環

境の悪化が続く厳しい状況のまま推移しました。

このような状況のなか、当社グループでは、収益責任の明確化を目的として本年3月にスタートした４事業本部体制

の下で、積極的な事業活動を展開してまいりました結果、当第2四半期会計期間の連結業績は、売上高13,714百万円

（前年同期比12.3％増）、営業利益649百万円（同21.0％増）、経常利益637百万円（同18.1％増）、四半期純利益

400百万円（同265.1％増）となりました。

事業の種類別セグメントの業績は次の通りであります。

レンタル事業　

主力のダストコントロール商品は、急速な不況の影響から、家庭市場、業務市場とも新規顧客の獲得が低水準にとど

まり、売上高2,843百万円（前年同期比1.8％減）となりました。しかしながら経費節減効果等により営業利益は502

百万円（同3.2％増）となりました。

建築コンサルティング事業

コンサルティング商品メニューの拡充をはじめ、「お客様相談室」設置による顧客サポート体制の強化などを図

り、売上の回復に努めましたが、建築業界不況の影響を受け、主力のノウハウ商品販売が低迷し、売上高697百万円

（前年同期比27.5％減）となりました。

営業拠点の統合等により固定費を削減しましたが、売上高減少の結果、営業利益134百万円（同65.5％減）となりま

した。

ボトルウォーター事業

顧客数の順調な増加に伴い、売上高1,993百万円（前年同期比14.1％増）となりました。

ミネラルウォ－ターの市場拡大が追い風にもなり、一般家庭、事業所用とも好調に推移し当四半期末における顧客

数は、全国の代理店が抱えるお客様約15万軒を含め、26万軒（前期末比7万軒増）に達しました。

損益面につきましては、松戸、町田の新プラント立上げやテレビＣＭをはじめとする広告宣伝費、販売促進費等の先

行投資負担により、営業損失42百万円（前年同期営業利益41百万円）となりましたが、ほぼ期初計画の範囲内であ

ります。

　住宅事業　

景気停滞に伴う雇用・所得環境の悪化により買い控えの動きが続くなど、依然として低調な事業環境下にあって、

商圏ユニット制の導入よる地域別の戦略策定や連携強化、工程管理強化による工期の短縮など、営業力強化と生産

性向上施策を推し進めてまいりました。

その結果、売上高は、出店効果に加え、工期短縮やソーラーシステム付き住宅の好調等が要因となり、8,180百万円

（前年同期比23.3％増）と伸長しました。

損益面につきましては、新規出店の抑制や経費節減等も寄与し、営業利益293百万円（前年同期営業損失254百万

円）と黒字を確保いたしました。

　

（注）１．上記に記載されている金額には消費税等は含まれておりません。　
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（２）財政状態の分析

　

当第２四半期末の総資産は、賞与・配当金・納税等による現金及び預金の減少の一方、売掛金及びたな卸資産の増

加、ボトルウォーター事業のプラント建設、住宅事業の出店等の設備投資等による有形固定資産の増加等により、前

連結会計年度末に比べ152百万円増加し18,292百万円になりました。

負債総額は、借入金及び買掛金が減少しましたが、住宅事業における未成工事受入金が増加したことにより、前連結

会計年度末に比べ232百万円増加し、10,711百万円となりました。

純資産は、配当金の支払等により前連結会計年度末に比べ79百万円減少し7,581百万円となり、また自己資本比率は

41.4%となっております。

（３）キャッシュ・フロー

当第２四半期連結会計期間末における現金及び現金同等物（以下「資金という」）残高は、2,884百万円となりま

した。各キャッシュ・フローの状況とそれらの要因はは次のとおりであります。

（営業活動によるキャッシュ・フロー）　

営業活動により得た資金は、591百万円（前年同四半期は1,865百万円の収入）となりました。これは主に税金等調

整前四半期純利益514百万円に加え、棚卸資産の減少1,082百万円、賞与引当金の増加276百万円等による資金の増加

と、未成工事受入金の減少977百万円、仕入債務の減少339百万円、売上債権の増加265百万円等による資金の減少が

あったことによるものであります。　

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

投資活動により支出した資金は、118百万円（前年同四半期は449百万円の支出）となりました。これは主に有形固

定資産の取得333百万円等によるものであります。

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

財務活動により支出した資金は、626百万円（前年同四半期は107百万円の収入）となりました。これは主に長・短

期借入金の減少617百万円等によるものであります。

（４）対処すべき課題

当第２四半期連結会計期間において、当社グループ（当社及び連結子会社）が対処すべき課題について、重要

な変更はありません。　

（５）研究開発活動

特記すべき事項はありません。
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第３【設備の状況】
１　主要な設備の状況

当第２四半期連結会計期間において、主要な設備に重要な異動はありません。　

 

２　設備の新設、除却等の計画

　当第２四半期連結会計期間において、前四半期連結会計期間末において計画中であった重要な設備について完了・

変更したものは次のとおりであります。

（１） 重要な設備の完了

　

国内子会社

会社名

事業所名
所在地

事業の種類別　　　　　セグ

メントの名称
設備の内容 完了年月

完成後の

増加能力

㈱レオハウス 富山店 富山県富山市 住宅事業 事務所・モデルハウス 平成21年7月 －

 

（２） 重要な設備計画の変更

　当第２四半期連結会計期間において、新たに確定した重要な設備計画の変更はありません。

 

（３） 重要な設備計画の新設等

　当第２四半期連結会計期間において、新たに確定した重要な設備の新設計画はありません。
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第４【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 21,936,900

計 21,936,900

②【発行済株式】

種類
第２四半期会計期間末現
在発行数（株）
（平成21年９月30日）

提出日現在発行数（株）
（平成21年11月12日）

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融商品
取引業協会名

内容

普通株式 9,359,625 9,359,625
東京証券取引所

(市場第１部)

完全議決権株式で

あり、権利内容に何

ら限定のない当社

における標準とな

る株式であり、単元

株式は100株であり

ます。

計 9,359,625 9,359,625 － －

　

（２）【新株予約権等の状況】

　該当事項はありません。

　

（３）【ライツプランの内容】

該当事項はありません。

　

（４）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式総数
増減数（株）

発行済株式総
数残高（株）

資本金増減額
（千円）

資本金残高
（千円）

資本準備金増
減額（千円）

資本準備金残
高（千円）

平成21年７月１日～
平成21年９月30日

－ 9,359,625 － 4,000,000 － 649,264
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（５）【大株主の状況】

 平成21年９月30日現在

氏名又は名称 住所
所有株式数
（株）

発行済株式総数に
対する所有株式数
の割合（％）

株式会社キャピタル 東京都町田市野津田町1000 1,662,132 17.76

株式会社ジャスト 埼玉県さいたま市大宮区桜木町4丁目463 750,026 8.01

ナック従業員持株会 東京都新宿区西新宿1丁目25番１号 362,309 3.87

株式会社ブリリアントフュー

チャー
茨城県猿島郡境町2174-62 321,500 3.43

西山　由之 東京都町田市 270,092 2.89

株式会社ジャスティス 埼玉県さいたま市大宮区桜木町4丁目463 269,600 2.88

本多　均　 埼玉県さいたま市大宮区 203,300 2.17

日本トラスティ・サービス信託

銀行株式会社 信託口
東京都中央区晴海1丁目8番11号 196,900 2.10

エクセレント株主会 東京都新宿区西新宿1丁目25番1号 133,395 1.43

株式会社栄光
埼玉県さいたま市南区南本町1丁目2番13号

　
122,800 1.31

計 － 4,292,054 45.86

　（注）１．上記の所有株式のうち、信託業務に係る株式数は、次のとおりであります。

　日本トラスティ・サービス信託銀行株式会社（信託口）　　　　　196,900株

２．当社が保有する自己株式は1,232,158株（発行済株式総数に対する所有株式数の割合13.16%）であります。
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（６）【議決権の状況】

①【発行済株式】

 平成21年９月30日現在

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 － － －

議決権制限株式（自己株式等） － － －

議決権制限株式（その他） － － －

完全議決権株式（自己株式等） 普通株式　1,232,100 －
権利内容に何ら限定
のない当社における
標準となる株式

完全議決権株式（その他） 普通株式　8,099,200 80,992 同上

単元未満株式 普通株式　　 28,325 － 同上

発行済株式総数 9,359,625 － －

総株主の議決権 － 80,992 －

（注）　上記「完全議決権株式（その他）」の欄には、証券保管振替機構名義の株式が400株（議決権の数4個）含まれて

おります。

 

②【自己株式等】

 平成21年９月30日現在

所有者の氏名又は名称 所有者の住所
自己名義所有
株式数（株）

他人名義所有
株式数（株）

所有株式数の
合計（株）

発行済株式総数
に対する所有株
式数の割合

（％）

株式会社ナック
東京都新宿区西新宿

１丁目25番１号
1,232,100－ 1,232,10013.16

計 － 1,232,100－ 1,232,10013.16

　

２【株価の推移】

【当該四半期累計期間における月別最高・最低株価】

月別
平成21年
４月

５月 ６月 ７月 ８月 ９月

最高（円） 844 840 879 879 928 920

最低（円） 787 801 798 850 881 875

　（注）　最高・最低株価は、東京証券取引所市場第一部におけるものであります。

　

３【役員の状況】

前事業年度の有価証券報告書の提出日後、当四半期報告書の提出日までの役員の異動は、次の通りであります。

　退任役員

役名 職名 氏名 退任年月日

取締役
ボトルウォーター事業本部
第七支社　支社長　

入交　裕司 平成21年８月31日
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第５【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

　当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣

府令第64号。以下「四半期連結財務諸表規則」という。）に基づいて作成しております。

　なお、前第２四半期連結会計期間（平成20年７月１日から平成20年９月30日まで）及び前第２四半期連結累計期

間（平成20年４月１日から平成20年９月30日まで）は、改正前の四半期連結財務諸表規則に基づき、当第２四半期

連結会計期間（平成21年７月１日から平成21年９月30日まで）及び当第２四半期連結累計期間（平成21年４月１

日から平成21年９月30日まで）は、改正後の四半期連結財務諸表規則に基づいて作成しております。

２．監査証明について

　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、前第２四半期連結会計期間（平成20年７月１日から

平成20年９月30日まで）及び前第２四半期連結累計期間（平成20年４月１日から平成20年９月30日まで）に係る

四半期連結財務諸表並びに当第２四半期連結会計期間（平成21年７月１日から平成21年９月30日まで）及び当第

２四半期連結累計期間（平成21年４月１日から平成21年９月30日まで）に係る四半期連結財務諸表について、新

日本有限責任監査法人による四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】
（１）【四半期連結貸借対照表】

（単位：千円）

当第２四半期連結会計期間末
(平成21年９月30日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成21年３月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 2,948,144 3,739,998

受取手形及び売掛金 1,330,392 780,682

商品及び製品 598,271 687,894

未成工事支出金 1,197,027 1,009,878

原材料及び貯蔵品 123,580 57,812

その他 1,443,604 1,335,505

貸倒引当金 △150,318 △3,766

流動資産合計 7,490,703 7,608,006

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） ※1
 3,936,173

※1
 3,496,698

土地 3,039,032 3,039,032

その他（純額） ※1
 514,356

※1
 652,203

有形固定資産合計 7,489,562 7,187,934

無形固定資産

のれん 111,667 97,153

その他 113,778 126,563

無形固定資産合計 225,446 223,717

投資その他の資産

差入保証金 2,100,626 2,160,304

その他 1,380,190 1,282,380

貸倒引当金 △393,929 △322,376

投資その他の資産合計 3,086,887 3,120,308

固定資産合計 10,801,896 10,531,960

資産合計 18,292,599 18,139,966
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（単位：千円）

当第２四半期連結会計期間末
(平成21年９月30日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成21年３月31日)

負債の部

流動負債

買掛金 2,003,375 2,194,239

未成工事受入金 2,300,787 1,918,201

短期借入金 1,708,400 1,661,150

未払法人税等 363,906 247,475

賞与引当金 592,661 567,704

引当金 126,488 118,417

その他 1,708,375 1,755,543

流動負債合計 8,803,995 8,462,731

固定負債

長期借入金 1,549,850 1,924,550

その他 357,361 91,697

固定負債合計 1,907,211 2,016,247

負債合計 10,711,206 10,478,978

純資産の部

株主資本

資本金 4,000,000 4,000,000

資本剰余金 794,220 794,220

利益剰余金 5,745,933 5,854,201

自己株式 △1,661,258 △1,661,013

株主資本合計 8,878,895 8,987,408

評価・換算差額等

その他有価証券評価差額金 38,881 9,963

土地再評価差額金 △1,336,384 △1,336,384

評価・換算差額等合計 △1,297,502 △1,326,420

純資産合計 7,581,392 7,660,987

負債純資産合計 18,292,599 18,139,966
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（２）【四半期連結損益計算書】
【第２四半期連結累計期間】

（単位：千円）

前第２四半期連結累計期間
(自　平成20年４月１日
　至　平成20年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自　平成21年４月１日
　至　平成21年９月30日)

売上高 20,298,895 23,533,351

売上原価 11,928,935 14,393,290

売上総利益 8,369,959 9,140,061

販売費及び一般管理費 ※1
 8,310,299

※1
 8,708,597

営業利益 59,659 431,463

営業外収益

受取利息 4,053 2,533

受取配当金 7,459 10,214

受取地代家賃 6,758 5,652

受取手数料 10,994 8,555

その他 18,283 12,994

営業外収益合計 47,548 39,950

営業外費用

支払利息 26,153 30,559

減価償却費 7,571 6,461

その他 6,614 15,744

営業外費用合計 40,339 52,764

経常利益 66,869 418,649

特別損失

固定資産処分損 2,790 90,181

減損損失 86,281 －

リース解約損 － 38,570

その他 10,163 －

特別損失合計 99,235 128,752

税金等調整前四半期純利益又は税金等調整前四半期
純損失（△）

△32,366 289,896

法人税、住民税及び事業税 500,922 334,058

法人税等調整額 192,340 △98,448

法人税等合計 693,263 235,610

四半期純利益又は四半期純損失（△） △725,629 54,286
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【第２四半期連結会計期間】
（単位：千円）

前第２四半期連結会計期間
(自　平成20年７月１日
　至　平成20年９月30日)

当第２四半期連結会計期間
(自　平成21年７月１日
　至　平成21年９月30日)

売上高 12,213,405 13,714,633

売上原価 7,461,749 8,596,049

売上総利益 4,751,656 5,118,583

販売費及び一般管理費 ※1
 4,215,423

※1
 4,469,495

営業利益 536,233 649,087

営業外収益

受取利息 3,258 1,754

受取配当金 2,880 4,940

受取地代家賃 3,158 2,767

受取手数料 5,484 4,745

その他 10,798 7,487

営業外収益合計 25,578 21,694

営業外費用

支払利息 16,030 15,609

減価償却費 3,791 3,230

その他 2,071 14,480

営業外費用合計 21,893 33,320

経常利益 539,918 637,462

特別損失

固定資産処分損 1,501 84,175

減損損失 86,281 －

リース解約損 － 38,570

その他 10,163 －

特別損失合計 97,945 122,745

税金等調整前四半期純利益 441,972 514,716

法人税、住民税及び事業税 449,121 285,015

法人税等調整額 △116,801 △170,604

法人税等合計 332,319 114,411

四半期純利益 109,652 400,305
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（３）【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】
（単位：千円）

前第２四半期連結累計期間
(自　平成20年４月１日
　至　平成20年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自　平成21年４月１日
　至　平成21年９月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期純利益又は税金等調整前四
半期純損失（△）

△32,366 289,896

減価償却費 194,844 258,467

減損損失 86,281 －

のれん償却額 44,035 22,400

固定資産処分損益（△は益） 2,790 90,181

貸倒引当金の増減額（△は減少） △10,120 218,105

賞与引当金の増減額（△は減少） 138 24,957

役員賞与引当金の増減額（△は減少） 12,600 3,700

債務保証損失引当金の増減額（△は減少） － △11,548

完成工事補償引当金の増減額（△は減少） 12,174 15,919

受取利息及び受取配当金 △11,512 △12,748

支払利息 26,153 30,559

売上債権の増減額（△は増加） 115,338 △501,297

破産更生債権等の増減額（△は増加） 6,073 △71,566

たな卸資産の増減額（△は増加） △733,532 △163,294

仕入債務の増減額（△は減少） 183,521 △190,864

未成工事受入金の増減額（△は減少） 1,523,131 382,586

未払消費税等の増減額（△は減少） △140,338 △30,507

その他 287 35,427

小計 1,279,496 390,375

利息及び配当金の受取額 11,627 13,271

利息の支払額 △26,399 △30,136

法人税等の支払額 △863,851 △219,507

営業活動によるキャッシュ・フロー 400,873 154,003

投資活動によるキャッシュ・フロー

定期預金の預入による支出 △13,600 △60,600

定期預金の払戻による収入 13,000 61,100

有形固定資産の取得による支出 △1,514,336 △743,051

有形固定資産の売却による収入 － 312,900

無形固定資産の取得による支出 △17,980 △36,915

貸付けによる支出 － △2,500

貸付金の回収による収入 1,442 1,532

差入保証金の差入による支出 △139,746 △19,092

敷金及び保証金の回収による収入 22,857 48,784

その他 △9,334 △3,922

投資活動によるキャッシュ・フロー △1,657,697 △441,764
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（単位：千円）

前第２四半期連結累計期間
(自　平成20年４月１日
　至　平成20年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自　平成21年４月１日
　至　平成21年９月30日)

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入金の純増減額（△は減少） 564,600 △314,800

長期借入れによる収入 1,340,000 200,000

長期借入金の返済による支出 △112,300 △212,650

リース債務の返済による支出 － △13,225

自己株式の取得による支出 △156 △245

配当金の支払額 △164,953 △162,673

財務活動によるキャッシュ・フロー 1,627,191 △503,593

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 370,367 △791,354

現金及び現金同等物の期首残高 2,609,474 3,675,994

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※
 2,979,841

※
 2,884,640
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【四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更】

 
当第２四半期連結累計期間
（自　平成21年４月１日
至　平成21年９月30日）

会計処理基準に関する事項の変更 完成工事高及び完成工事原価の計上基準の変更

請負工事に係る収益の計上基準については、従来、工事完成基準を適用して

おりましたが、「工事契約に関する会計基準」（企業会計基準第15号　平成

19年12月27日）及び「工事契約に関する会計基準の適用指針」（企業会計

基準適用指針第18号　平成19年12月27日）を第１四半期連結会計期間から適

用し、第１四半期連結会計期間に着手した工事契約から、当第２四半期連結

会計期間末までの進捗部分についての成果の確実性が認められる工事（工

期がごく短期間のものを除く）については工事進行基準を、その他の工事に

ついては工事完成基準を適用しております。

なお、当第２四半期連結会計期間末においては工事進行基準を適用している

ものがないため、これによる当第２四半期連結累計期間の売上高、営業利益、

経常利益及び税金等調整前四半期純利益への影響はありません。

また、セグメント情報に与える影響もありません。

　

　

【簡便な会計処理】

 
当第２四半期連結累計期間
（自　平成21年４月１日
至　平成21年９月30日）

１．固定資産の減価償却費の算定方法 固定資産の年度中の取得、売却及び除却等の見積りを考慮した予算を策定し

ているため、当該予算に基づく年間償却予定額を期間按分して算定しており

ます。

なお、定率法を採用している資産については、連結会計年度に係る減価償却費

の額を期間按分する方法により算定しております。

２．一般債権の貸倒見積高の算定方法 貸倒実績率等が前連結会計年度に算定したものと著しい変化が無いため、前

連結会計年度に算定した貸倒実績率を使用して、長期分割の営業債権を除く

一般債権の貸倒見積高を算定しております。

３．債務保証の損失発生見積高の算定方

法

債務保証の損失発生実績率等が前連結会計年度に算定したものと著しい変化

が無いため、前連結会計年度に算定した損失発生実績率を使用して債務保証

の損失発生見積高を算定しております。

４．棚卸資産の評価方法 棚卸資産の簿価切下げに関して収益性の低下が明らかなものについてのみ正

味売却価額を見積り、簿価切下げを行っております。

５．法人税等並びに繰延税金資産及び繰

延税金負債の算定方法　

法人税等の納付税額の算定に関して、加味する加減算項目や税額控除項目を

重要なものに限定しております。

また、繰延税金資産の回収可能性の判断に関して、重要な企業結合や事業分

離、業績の著しい好転又は悪化、その他経営環境に著しい変化が生じ、又は、一

時差異等の発生状況について前年度末から大幅な変動があると認められる場

合には、繰延税金資産の回収可能性の判断にあたり、財務諸表利用者の判断を

誤らせない範囲において、前年度末の検討において使用した将来の業績予測

やタックス・プランニングに、当該著しい変化又は大幅な変動による影響を

加味したものを使用しております。

６．経過勘定項目の算定方法　 固定的な要素が大きく、予算と実績の差異が僅少なものについては、合理的な

算定方法による概算額を計上しております。

７．連結会社相互間の債権債務及び取引

の相殺消去

取引金額に差異がある場合で当該差異の重要性が乏しいときには、親会社の

金額に合わせる方法により相殺消去しております。

　

　

【四半期連結財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理】

　該当事項はありません。

　

EDINET提出書類

株式会社ナック(E04934)

四半期報告書

18/27



【注記事項】

（四半期連結貸借対照表関係）

当第２四半期連結会計期間末
（平成21年９月30日）

前連結会計年度末
（平成21年３月31日）

※１．有形固定資産減価償却累計額 ※１．有形固定資産減価償却累計額

2,129,352千円 2,048,847千円

２　偶発債務

（１）連結子会社の顧客の住宅ローンに関する抵当権設定

登記完了までの間、金融機関に対し連帯債務保証を

行っております。　

２　偶発債務

（１）連結子会社の顧客の住宅ローンに関する抵当権設定

登記完了までの間、金融機関に対し連帯債務保証を

行っております。　

405,770千円 258,230千円

（２）顧客の割賦債務残高に対して、債務保証を行ってお

ります。

（２）顧客の割賦債務残高に対して、債務保証を行ってお

ります。

840,964千円 901,688千円

　

　

（四半期連結損益計算書関係）

前第２四半期連結累計期間
（自　平成20年４月１日
至　平成20年９月30日）

当第２四半期連結累計期間
（自　平成21年４月１日
至　平成21年９月30日）

※１．販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額

は次のとおりであります。

販売手数料 550,971千円

給料手当 2,743,413 

賞与引当金繰入額 573,357 

販売促進費 1,024,592 

賃借料 623,003 

※１．販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額

は次のとおりであります。

販売手数料 619,603千円

給料手当 2,764,002 

賞与引当金繰入額 501,012 

販売促進費 1,104,532 

賃借料 665,925 

貸倒引当金繰入額 206,569 

２．当社グループにおける住宅事業は、物件の完成引渡

しが第４四半期に集中する傾向があり、第１～第３四

半期連結会計期間の売上計上は、相対的に低くなると

いう季節的要因があります。

２．当社グループにおける住宅事業は、物件の完成引渡

しが第４四半期に集中する傾向があり、第１～第３四

半期連結会計期間の売上計上は、相対的に低くなると

いう季節的要因があります。

　

前第２四半期連結会計期間
（自　平成20年７月１日
至　平成20年９月30日）

当第２四半期連結会計期間
（自　平成21年７月１日
至　平成21年９月30日）

※１．販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額

は次のとおりであります。

販売手数料 282,794千円

給料手当 1,418,531 

賞与引当金繰入額 213,982 

販売促進費 547,421 

賃借料 314,427 

※１．販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額

は次のとおりであります。

販売手数料 307,998千円

給料手当 1,378,658 

賞与引当金繰入額 236,644 

販売促進費 606,709 

賃借料 339,060 

貸倒引当金繰入額 172,618 

２．当社グループにおける住宅事業は、物件の完成引渡

しが第４四半期に集中する傾向があり、第１～第３四

半期連結会計期間の売上計上は、相対的に低くなると

いう季節的要因があります。

２．当社グループにおける住宅事業は、物件の完成引渡

しが第４四半期に集中する傾向があり、第１～第３四

半期連結会計期間の売上計上は、相対的に低くなると

いう季節的要因があります。
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（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

前第２四半期連結累計期間
（自　平成20年４月１日
至　平成20年９月30日）

当第２四半期連結累計期間
（自　平成21年４月１日
至　平成21年９月30日）

※　現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸借

対照表に掲記されている科目の金額との関係

※　現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸借

対照表に掲記されている科目の金額との関係

（平成20年９月30日現在） （平成21年９月30日現在）

現金及び預金勘定 3,044,444千円

預入期間が３ケ月を超える定期預金 64,602千円

現金及び現金同等物 2,979,841千円

　

現金及び預金勘定 2,948,144千円

預入期間が３ケ月を超える定期預金 63,504千円

現金及び現金同等物 2,884,640千円

　

　

（株主資本等関係）

当第２四半期連結会計期間末（平成21年９月30日）及び当第２四半期連結累計期間（自　平成21年４月１日　至　

平成21年９月30日）

１．発行済株式の種類及び総数

普通株式 9,359,625株

２．自己株式の種類及び株式数

普通株式 1,232,158株

３．新株予約権等に関する事項

該当事項はありません。

４．配当に関する事項

(1) 配当金支払額

　
　
（決議）

株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり
配当額
（円）

基準日 効力発生日 配当の原資 

平成21年６月26日

定時株主総会
普通株式 162,554　 20.0　  平成21年３月31日 平成21年６月29日利益剰余金

(2) 基準日が当第２四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第２四半期連結会計期

間末後となるもの。

　
　
（決議）

株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり
配当額
（円）

基準日 効力発生日 配当の原資 

平成21年11月11日

取締役会
普通株式 146,29418.00 平成21年９月30日 平成21年12月２日利益剰余金

５．株主資本の金額の著しい変動に関する事項

該当事項はありません。
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（セグメント情報）

【事業の種類別セグメント情報】

前第２四半期連結会計期間（自平成20年７月１日　至平成20年９月30日）

 
レンタル事業
（千円）

建築コンサル
ティング事業
（千円）

ボトルウォー
ター事業
（千円）

住宅事業
（千円）

計
（千円）

消去又は全社
（千円）

連結
（千円）

売上高        

(1)外部顧客に対する

売上高
2,870,900962,1651,746,5836,633,75512,213,405 － 12,213,405

(2)セグメント間の内部

売上高又は振替高
23,836 － 221 － 24,058△24,058 －

計 2,894,737962,1651,746,8056,633,75512,237,464△24,05812,213,405

営業利益又は営業損失(△) 487,171 389,217 41,472△254,298 663,563△127,330 536,233

当第２四半期連結会計期間（自平成21年７月１日　至平成21年９月30日）

 
レンタル事業
（千円）

建築コンサル
ティング事業
（千円）

ボトルウォー
ター事業
（千円）

住宅事業
（千円）

計
（千円）

消去又は全社
（千円）

連結
（千円）

売上高        

(1)外部顧客に対する

売上高
2,842,932697,8581,993,2638,180,57813,714,633 － 13,714,633

(2)セグメント間の内部

売上高又は振替高
133 － 136 － 269 △269 －

計 2,843,065697,8581,993,3998,180,57813,714,902△269 13,714,633

営業利益又は営業損失(△) 502,981 134,126△42,549 293,247 887,805△238,718 649,087

前第２四半期連結累計期間（自平成20年４月１日　至平成20年９月30日）

 
レンタル事業
（千円）

建築コンサル
ティング事業
（千円）

ボトルウォー
ター事業
（千円）

住宅事業
（千円）

計
（千円）

消去又は全社
（千円）

連結
（千円）

売上高        

(1)外部顧客に対する

売上高
5,682,4191,719,0063,155,9949,741,47420,298,895 － 20,298,895

(2)セグメント間の内部

売上高又は振替高
48,221 － 329 － 48,550△48,550 －

計 5,730,6401,719,0063,156,3249,741,47420,347,446△48,55020,298,895

営業利益又は営業損失(△) 1,003,215533,461 22,171△1,085,516473,333△413,673 59,659

当第２四半期連結累計期間（自平成21年４月１日　至平成21年９月30日）

 
レンタル事業
（千円）

建築コンサル
ティング事業
（千円）

ボトルウォー
ター事業
（千円）

住宅事業
（千円）

計
（千円）

消去又は全社
（千円）

連結
（千円）

売上高        

(1)外部顧客に対する

売上高
5,562,3211,296,8643,688,37712,985,78923,533,351 － 23,533,351

(2)セグメント間の内部

売上高又は振替高
264 － 258 － 523 △523 －

計 5,562,5851,296,8643,688,63512,985,78923,533,875△523 23,533,351

営業利益又は営業損失(△) 860,889 290,306△109,842△151,767 889,586△458,122 431,463
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　（注）１．事業区分の方法

事業は製品の種類及び市場の類似性を考慮して区分しております。

２．各区分に属する主要な商品及び役務

レンタル事業……………………ダストコントロール商品

建築コンサルティング事業……建築関連ノウハウ商品及びコンサルティング業務

ボトルウォーター事業…………ボトルウォーター（ミネラルウォーター）

住宅事業…………………………注文住宅の建築請負

　

前第２四半期連結累計期間

（棚卸資産の評価に関する会計基準） 

「四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更」２．会計処理基準に関する事項の変更　に記

載のとおり、第１四半期連結会計期間より「棚卸資産の評価に関する会計基準」（企業会計基準第９号　平成18年

７月５日）を適用しております。この変更に伴い、従来の方法によった場合に比べて、当第２四半期連結累計期間の

営業損失が、ボトルウォーター事業で10,713千円増加しております。

　

【所在地別セグメント情報】

前第２四半期連結会計期間（自平成20年７月１日　至平成20年９月30日）及び当第２四半期連結会計期間、

（自平成21年７月１日　至平成21年９月30日）並びに前第２四半期連結累計期間（自平成20年４月１日　至

平成20年９月30日）及び当第２四半期連結累計期間（自平成21年４月１日　至平成21年９月30日）におい

て、本邦以外の国又は地域に所在する連結子会社及び重要な在外支店がないため該当事項はありません。

　

【海外売上高】

前第２四半期連結会計期間（自平成20年７月１日　至平成20年９月30日）及び当第２四半期連結会計期間、

（自平成21年７月１日　至平成21年９月30日）並びに前第２四半期連結累計期間（自平成20年４月１日　至

平成20年９月30日）及び当第２四半期連結累計期間（自平成21年４月１日　至平成21年９月30日）におい

て、海外売上高がないため該当事項はありません。

　

（有価証券関係）

前連結会計年度の末日に比して著しい変動が認められないため、記載を省略しております。

　

（デリバティブ取引関係）

前連結会計年度の末日に比して著しい変動が認められないため、記載を省略しております。

　

（ストック・オプション等関係）

当第２四半期連結会計期間（自　平成21年７月１日　至　平成21年９月30日）

該当事項はありません。

　

（企業結合等関係）

当第２四半期連結会計期間（自　平成21年７月１日　至　平成21年９月30日）

該当事項はありません。
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（１株当たり情報）

１．１株当たり純資産額

当第２四半期連結会計期間末
（平成21年９月30日）

前連結会計年度末
（平成21年３月31日）

１株当たり純資産額 932.81円 １株当たり純資産額 942.57円

２．１株当たり四半期純利益金額又は１株当たり四半期純損失金額等

前第２四半期連結累計期間
（自　平成20年４月１日
至　平成20年９月30日）

当第２四半期連結累計期間
（自　平成21年４月１日
至　平成21年９月30日）

１株当たり四半期純損失金額(△) △87.90円 １株当たり四半期純利益金額 6.68円

なお、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額につい

ては、１株当たり四半期純損失であり、また、潜在株式が存

在しないため記載しておりません。

なお、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額につい

ては、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

　（注）　１株当たり四半期純損失金額又は１株当たり四半期純利益金額の算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 
前第２四半期連結累計期間
（自　平成20年４月１日
至　平成20年９月30日）

当第２四半期連結累計期間
（自　平成21年４月１日
至　平成21年９月30日）

四半期純利益又は四半期純損失(△)　（千円） △725,629 54,286

普通株主に帰属しない金額（千円） － －

普通株式に係る四半期純利益又は四半期純損失

(△)　（千円）
△725,629 54,286

期中平均株式数（株） 8,255,149 8,127,660

前第２四半期連結会計期間
（自　平成20年７月１日
至　平成20年９月30日）

当第２四半期連結会計期間
（自　平成21年７月１日
至　平成21年９月30日）

１株当たり四半期純利益金額 13.28円 １株当たり四半期純利益金額 49.25円

なお、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額につい

ては、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

なお、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額につい

ては、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

　（注）　１株当たり四半期純利益金額の算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 
前第２四半期連結会計期間
（自　平成20年７月１日
至　平成20年９月30日）

当第２四半期連結会計期間
（自　平成21年７月１日
至　平成21年９月30日）

四半期純利益又（千円） 109,652 400,305

普通株主に帰属しない金額（千円） － －

普通株式に係る四半期純利益（千円） 109,652 400,305

期中平均株式数（株） 8,255,080 8,127,610

　

　

（リース取引関係）

前連結会計年度末に比べて著しい変動が認められないため、記載を省略しております。

　

　

（重要な後発事象）

　該当事項はありません。
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２【その他】

平成21年11月11日開催の取締役会において、当期中間配当に関し、次のとおり決議いたしました。

(イ）中間配当による配当金の総額……………………146,294千円

(ロ）１株当たりの金額…………………………………18円00銭

(ハ）支払請求の効力発生日及び支払開始日…………平成21年12月２日

（注）平成21年９月30日現在の株主名簿に記載又は記録された株主に対し、支払いを行います。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
　該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書 

平成20年11月10日

株式会社ナック

取締役会　御中

新日本有限責任監査法人

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 大橋　一生　　印

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 千葉　達也　　印

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式会社ナックの平

成20年４月１日から平成21年３月31日までの連結会計年度の第２四半期連結会計期間（平成20年７月１日から平成20年９

月30日まで）及び第２四半期連結累計期間（平成20年４月１日から平成20年９月30日まで）に係る四半期連結財務諸表、

すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書及び四半期連結キャッシュ・フロー計算書について四半期レ

ビューを行った。この四半期連結財務諸表の作成責任は経営者にあり、当監査法人の責任は独立の立場から四半期連結財務

諸表に対する結論を表明することにある。

　当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レビューを行った。

四半期レビューは、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質問、分析的手続

その他の四半期レビュー手続により行われており、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実

施される年度の財務諸表の監査に比べ限定された手続により行われた。

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認めら

れる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社ナック及び連結子会社の平成20年９月30日現在の財政状態、同日

をもって終了する第２四半期連結会計期間及び第２四半期連結累計期間の経営成績並びに第２四半期連結累計期間の

キャッシュ・フローの状況を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

　

以　上

　　（注）１．上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期報

告書提出会社)が別途保管しております。

２．四半期連結財務諸表の範囲にはＸＢＲＬデータ自体は含まれていません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書 

平成21年11月10日

株式会社ナック

取締役会　御中

新日本有限責任監査法人

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 千頭　　力　　印

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 千葉　達也　　印

　

　当監査法人は、金融商品取引法第１９３条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式会社ナック

の平成２１年４月１日から平成２２年３月３１日までの連結会計年度の第２四半期連結会計期間（平成２１年７月１日

から平成２１年９月３０日まで）及び第２四半期連結累計期間（平成２１年４月１日から平成２１年９月３０日まで）

に係る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書及び四半期連結キャッシュ・フロー

計算書について四半期レビューを行った。この四半期連結財務諸表の作成責任は経営者にあり、当監査法人の責任は独立

の立場から四半期連結財務諸表に対する結論を表明することにある。

　当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レビューを行った。

四半期レビューは、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質問、分析的手続

その他の四半期レビュー手続により行われており、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実

施される年度の財務諸表の監査に比べ限定された手続により行われた。

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認めら

れる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社ナック及び連結子会社の平成２１年９月３０日現在の財政状

態、同日をもって終了する第２四半期連結会計期間及び第２四半期連結累計期間の経営成績並びに第２四半期連結累計期

間のキャッシュ・フローの状況を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかっ

た。

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以　上

　　（注）１．上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期報

告書提出会社)が別途保管しております。

２．四半期連結財務諸表の範囲にはＸＢＲＬデータ自体は含まれていません。
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